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第5回：東京大学助教授時代
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小平桂一氏インタビューの第5回です．小平氏は東京天文台の助手時代にアメリカのカリフォル
ニア工科大学に2年間滞在して観測的研究をします．1960年代はクェーサー，パルサー，マイクロ
波宇宙背景放射など天文学上の大発見が続いた時代であり，カリフォルニア工科大学は多くの観測
装置や研究者を抱えた世界の天文学の拠点の1つでした．そのような環境の中で小平氏の関心は恒
星から銀河へと移っていき，日本にも大望遠鏡をと考えるようになります．また帰国後は当時勃興
期であったスペースアストロノミーに関わり，気球やロケットを用いた観測装置の設計や開発を行
います．そのような経験が，後にすばるを推進するうえで大いに役立つことになります．

●渡米

高橋：前回は東京天文台での助手時代のお話を聞
きました．小平さんはその頃にアメリカに行った
んですね？
小平： はい，1967年の夏だったかな，アメリカ
のキャルテク（カリフォルニア工科大学）に行き
ました．
高橋：じゃあ割と日本に帰って間もないころ．
小平：そうです．だから東大の学位の論文を仕上
げて提出はしてあったけれども，学位記はもらい
に行けなくて，母が代わりに藤田（良雄）先生の
ところに取りに行ったんですね．
高橋：どういう経緯で行ったんですか？
小平：当時はね，ともかく大学で先生になるには
外国経験がないと箔がつかないというか，なんか
外国の試練を経てこないとだめみたいなことが
あって，ある程度のレベルをクリアした人はみん
な外国へ送り出すというしきたりだったんでしょ
うね．僕はもちろんドイツで学位を取ってきたか
ら，一応そういうバリアは越えてるんだけれど

も．僕がドイツから帰る少し前に，恒星分類部に
いた寿岳（潤）さんがアメリカから帰ってきて着
任してて，寿岳さんはアメリカが長かったんでそ
のときにできたいろいろコネがあって，寿岳さん
が自分の後にまた誰か日本からやったらどうかっ
ていう話をしたのかもしれないですね．
高橋：皆さん海外に行って修行して箔がつくと．
小平：僕の博士論文は割合いろんなところで評価
してくれてたんですが，キャルテクにいるグリー
ンシュタイン（Jesse L. Greenstein）っていう先生
がやっぱりPopulation IIに興味があってずっと
やってきててですね，僕は結局グリーンシュタイ
ン先生から呼ばれて行った形になってるんです．
ただ僕は直接グリーンシュタイン先生とやり取り
したわけじゃなくて，大沢（清輝）先生を通じて
「キャルテクからどうかって言われてるけど行く
か？」って言われて「行きます」って言って．そ
の頃は家内が赤ん坊抱えて，2人目が生まれたん
ですよ．東京の生活が苦しくて，「あんた，結婚
するときに日本がだめだったらどこでも行ってや
るみたいなこと言ってたじゃない」とか言い出し
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て，それじゃあキャルテクでもまず行くかってい
うんで腰上げて．まあ大変でしたけどね，赤ん坊
2人連れて行くの．ロサンゼルスまで船で行った
んですよ，そのとき，寿岳さんが「ポンコツの車
だけどこれこれの人のところの車庫に入れてある
からタダであげるから使っていいよ」って言って
くれて．本当にポンコツのひどい車だったけど，
まあ僕がいる2年の間，修理費がものすごくか
かったけどともかく使いましたからね．それから
ね，キャルテクにはそのとき牧田（貢）さんって
僕より3つくらい年上の太陽をやってた人とか辻
隆さんとかがいて，だから何となくそういう人と
の交流のパイプがあったんだと思うんですよ．
高橋：身分はそのままでということなんですか．
小平：日本でのポストがある意味じゃ確保できて
て，それを休職にしていくわけですよ．だから日
本では休職扱いの給料が出てるはずなんです．
高橋：アメリカからも給料を払ってくれるんですか？
小平：アメリカから僕にリサーチフェローシップ
の給料が出て，その頃アメリカの方が生活レベル
が高いですから，給料は高かったですがまあいろ
んなものも高いわけ．
それでキャルテクに呼ばれたのは結局恒星物理
の人間としてなんですよね．行ったらやっぱり
キールでやった仕事のまあブリーフィングってい
うか，それを受け入れ教官のグリーンシュタイン
先生にやって，もう1人ドイチュ（Armin Joseph 
Deutsch）っていう先生がいた．その人は早期型
特異星の専門の先生で，僕が岡山でやってたオオ
サワスターに関する論文のブリーフィングをして
くれって呼ばれて行って．いずれにしてもキャル
テクに行ったのは，恒星物理の若手っていう格好
で呼ばれて行きました．
行ったのは1967年の秋だったんですが，その
ちょっと前にマーティン・シュミット（Maarten 
Schmidt）がクェーサーを発見して（1963年），
Quasi Stellar Objectって言っててなんだかわか
らない点状の天体だけど，すごいエネルギー出し

てるっていうんで．それから僕がいる間にパル
サーが発見され（1968年），それからX線星がた
くさん発見されてきて，宇宙背景放射が引っか
かったのもその頃かな（1965年）．
高橋： 1960年代は発見の時代ですよね．
小平：今までまあもちろん星の大集団としての銀
河ってのはありましたけども，そういう発見とか
ハッブルの宇宙膨張，Hubble lawなんてのはも
う1929年に出てたんで，キャルテクの雰囲気と
しては星のスペクトロスコピーを時間かけてやっ
てるような感じじゃなかったですね．Owens 
Valleyに電波の干渉計が建設され始めたりして．
ただキャルテクは望遠鏡をたくさん抱えてて，パ
ロマーもあればマウントウィルソン，マウント
ウィルソンにはいくつも望遠鏡があってですね，
僕らみたいなリサーチフェローを世界中から呼ん
でたんだと思うんですけど，それは結局まあ金は
出してやるから来て研究成果を出してくれってい
う，そういうことだと思います．
高橋：どんどん望遠鏡を使ってほしいっていうこ
となわけですね．
小平：そうなんでしょうね．あそこはMt. Wilson 
and Palomar Observatoryっていう，カーネギー
の系列ですから，アメリカの一般大学がNSF
（National Science Foundation・アメリカ国立科学
財団）から研究費を取ってやってるのとは違う，
政府筋からの直結の流れがあるので，たぶん財政
的にも裕福だったんじゃないでしょうかしらね．
カリフォルニアですから岡山に比べれば晴天率が
はるかにいいし，望遠鏡はたくさんあるしでね，
もうどうだろう，月に1週間くらいは100インチ
の望遠鏡と60インチの望遠鏡を使わせてもらえ
て，むしろ何を観測しようか困るくらいで，え
え．
高橋：望遠鏡がいっぱいあって贅沢な環境だった
んですね．
小平：そうですね．まあそれから太陽の望遠鏡も
あったし，赤外の実験的な観測も始めていました
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ね．2 mくらいの小さい望遠鏡でしたけど赤外観
測を始めていて．それで僕が配属されたのは物理
の中の天文系ですけど，もともとはキャルテクで
すからテクノロジーなわけで，例えば赤外素子を
開発してるような部門も強いわけですよね．やっ
ぱり日本に比べると格段に研究環境がよくて，そ
れから論文なんか書こうとするとですね，秘書が
タイプしてくれて．それから図なんか日本だと墨
を入れて一生懸命書いてたのが，graphic divi-
sionっていうのがあってですね，そこに持って
いっていうと，ちゃんと墨を入れて投稿できるよ
うな絵を作ってくれるとか，インフラがやっぱり
非常によくできてるっていう感じでしたね．
高橋：その頃はもうヨーロッパよりもアメリカの
方が進んでいる感じですか？
小平：上でしたね．まあヨーロッパも僕はそんな
に知ってるわけじゃなくて，学生でキールにいた
だけですけど．やっぱりまあアメリカは戦勝国
で，イギリスあたりの大望遠鏡の伝統を継いで段
違いでしたね．だから世界中からいろんな研究者
が来ていて，センターとしての役割みたいなもの
でした．それでそのキャルテクのあるパサデナの
郊外にNASAの JPL（Jet Propulsion Laboratory）
があって，それとの連携も結構あってですね．だ
からまあ当時でいえばCaltech, Palomar & Wil-
sonっていうのが1960年代の終わりごろの世界の
観測天文学のメッカみたいな感じだったですね．
イギリスはまあ戦勝国だけどだいぶ痛めつけら
れて，戦後の復興を一生懸命やってましたけれ
ど，イギリスからもマーティン・リース（Martin 
Rees）がキャルテクに来てましたね．パルサーが
見つかったときはイギリスにいるヒューイッシュ
（Antony Hewish）からキャルテクにいたリース
のところへ電報が入って，「なんかおかしなもの
見つけた．非常に規則的に信号を出してるので，
これをうっかり公表すると大騒ぎになるかもしれ
ないので，4つ見つかったら自然現象として発表
するつもりだ」とかいうのをね，リースがキャル

テクのランチの時に「こんなことを言ってきたけ
ど，みなさん他言しないでください」とか言って．
そんなのとかまあ世界中の新しいニュースがもう
毎日飛び込んでくるような感じでしたからね．
だからその間に僕もやっぱりキールの論文で
やった高速度星が基になって銀河の歴史とか，力
学構造とかそういう銀河の研究をやってみたいな
という気が強くなって，それでこれだけ望遠鏡の
時間をもらえるんだから銀河の観測もなんとかで
きないかと思って．100インチでも2.5 mですか
らね．岡山の188 cmと比べると面積でいえば2乗
でいきますから（集光力は）かなり大きいわけで，
うんと暗い星を観測するんだって言って普段星に
は使わないニュートン焦点の微光天体観測装置っ
ていうのにアプライしたんですよね．それはハッ
ブルがHubble lawを導き出した装置なんです．
高橋：ハッブルが使った装置なんですか？
小平：はい，それで時間をもらって銀河に向けて
みたけど全然写らない，素人だから．それでしょ
うがないものだから，今度はセイファートみたい
な明るいnucleusを持ってる銀河を選んでね．普
通のセイファートだったらたくさんの人がやって
るものだから，あまりやられてないコンパクト
ギャラクシーで，クェーサーに近いんだけども銀
河だってことが分かってるようなやつのnucleus
のスペクトルを，星を観測してるようなふりをし
て撮りためたんです．プレートを，どうでしょう
ねえ，10枚くらい日本に持って帰ってきたんです
かね．それを修士課程の大学院生の人に測っても
らったりしたのがまあ銀河の初めての観測ですよ
ね．それをいじったことがあるのは唐牛（宏）さ
ん，唐牛君は僕が持った初めての学生なんです．
高橋：キャルテクではグリーンシュタインさんか
ら何か具体的なテーマをもらってたんですか？
小平： いや，テーマは全然もらわなかったです
ね．というのはもうキャルテクにはやたらと人は
いるし，望遠鏡もあるから自由にやってくれって
感じでしたね．ただ呼んだ目的は僕の場合は恒星
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物理だったんですよね．
高橋： じゃあそのときはだいぶ研究環境がよく
て．
小平：よかったですね，ええ．だからまあ環境の
方が僕のそのとき持ってた知識とか能力をオー
バーしてるみたいなことがありましたから，キャ
ルテクの大学院の講義には顔を出しました．特に
電波天文学の講義とかですね．ドイツでは主に理
論物理でしたからね．日本にいる間は新しい勉強
というとまあ岡山の望遠鏡を使うっていう勉強を
したくらいで，いろいろ面白い天体の観測はしま
したけど基本的なところで新しいものはなかった
んで．キャルテクに行ったらちょうど電波の干渉
計を立ち上げるとかいうんで，大学院の電波天文
の講義に結構面白いのがあって，それに出させて
もらいました．試験なんかねえ，面白いんです
よ．封筒に入れた問題があって，家に持って帰っ
てもいいんですよ．その代わりカンニングしたと
かそういうようなことをしたってことがわかる

と，えらい罰則を食らうもんですから，学生は
ちゃんとやってましたね．

●キャルテクでの観測

小平：それで観測のときに山に行くと，観測者が
泊まるところがモナスタリー，要するにお坊さんが
泊まる僧房と称されてて，女子の施設がないんで
すよ．女子はね，その頃もうキャルテクでも女子の
学生がいて，今はアメリカ天文学会長なんかやっ
てるような人たちがまだ大学院生でいて，キャプテ
ンコテージっていう客員の建物の方に泊まってまし
た．僕はそのお坊さんの泊まるような非常に簡素な
宿舎に泊まったんですが，夜食を食べる小屋って
いうのがいろんな望遠鏡のある真ん中へんの谷に
あってですね．毎晩そこにその晩の観測者数に合
う夜食を食堂から運ぶんですよ，かごに入れて．
それがまあだいたいチリビーンズの缶詰だったり，
コンビーフだったりするんですけど．それを持つの
が60インチ望遠鏡の観測者って決まってるんです

ね．それが学生であろうと大先生であろうとその人
が持って行くっていうんです．僕は知らないでなん
か偉い先生がかごを下げていくから，持ちましょう
かって言ったら，とんでもない，お前は今日100イ
ンチの観測なんだとか言われて（笑）．
高橋：観測の仕方みたいなのは，教えてもらった
んですか？
小平：それは誰も教えてくれませんでした．
高橋：やっぱり結構自分でいろいろやらなきゃい
けないわけですか？
小平：そうそう．それは岡山と同じように全くそ
うですね．技官ってのがそんなについてるわけで
はなくて，ドームに1人，お守役っていうか，望
遠鏡をこの座標に向けてくれって言ったら向けて
くれる人がいるだけで，その人は天文屋じゃない
んですよ．僕がよく付き合った100インチ望遠鏡
のサポーターってのはその前まではどっかのパー
キングロットの入り口でゲートを開けたり閉めた
り料金を計算したりしてた人なんです（笑）．そ
れはボタンを押してある座標になるまで望遠鏡を
動かしてるのとそう大差ないわけで，だからその
メカとかエレクトロニクスとかそういうのは全然
わからないですよね．その人の唯一の権限は，天
気が悪くなったりしたときにドームを閉めること
なんですよ．それでねえ，僕はあるとき焦点面で
ずうっと星をガイドしてたら，結構よかったのに
閉めるっていうんですよね．っていうのはなんか
もう少しすると砂嵐っていうか砂が舞うって言う
んです．まあカリフォルニアですからね，砂漠が
近いし．で，砂が来てるかどうかをテストする
ルーティンがあるんですが，それが来るから閉め
るっていうんです．僕は露出の途中でね，窓にキ
ラキラ星が光ってるのに閉めるのは残念だって
言ったらね．そしたらそういうときはね，「これ
以上観測してもし何かあったら観測者が全責任取
ります」っていう用紙がちゃんとあってね，「お
前，これにサインするか」って言うからさ，「い
やあ，それはサインちょっとしかねる」って言っ
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たら，「それじゃあ閉める」って閉められちゃい
ましたけどね（笑）．
高橋：へえー．キャルテクには2年間いたという
ことで，もともとそういう約束だったんですか？
小平：そうです．リサーチフェローは2年ってい
う規則っていうか決まりで．
高橋：その2年で望遠鏡をたくさん使って研究さ
れたわけですね．
小平：論文はどうだろうねえ……, キャルテクに
いる時代に3つ4つ書いたかしら．1967年から
1969年，最後の仕事はたぶん70年になってから
出たかもしれませんけど．Owens Valleyの新た
にできた干渉計でもってマグネティックスターを
観測してネガティブだったっていうのもその1本
になってますから，あんまり本数は意味がないん
ですけどね．
高橋：アメリカでの生活はどうでしたか？
小平：ええ，まあキャルテクにいる間は家内が英
語で何でも用が足せるから，日本とは生活の楽さ
は段違いで．
高橋：やっぱり生活としてもアメリカの方がだい
ぶよかったですか？
小平：楽でしたね．家族がいるのをどれくらい配
慮してくれたか知りませんけど，家やなんかは
キャルテクが世話してくれました．日本の東京の
生活に比べれば庭付きの一軒家を貸してくれた
し，贅沢はできなかったけどまあ子供たちも小さ
かったから天国に行ったみたいな気分でしたよ
（写真1）．子供たちはもう広々とした庭で遊ぶし，
それで3人目が最後の頃に生まれて．日本にいる
ときは僕が役所の手続きとか全部やらなくちゃい
けなかったのにキャルテクにいる間は家内がキャ
ルテクの奥さんたちと話してやってくれたし，そ
れはとってもよかったですね．寿岳さんの自動車
がどうしようもならないんで，一度買い替えて新
しい自動車でもう少し旅行でもしたいなと思って
たら，子供が生まれちゃって自動車買えなくて，
結局はあんまりアメリカ旅行ってのはできなく

て，カリフォルニアから外へはほとんど出なかっ
たですけどね．引っ越しについては1人分しか出
ないから，船で運んでまた戻ってきたりして，家
族の船代を全部出したりしたから，それは工面し
ないといけなかったですけど，向こうでの生活は
非常に楽だったです．それだけに，東京へ戻って
きたときの落差が大きくてですね，大変だったん
です．キャルテクに行く前には生活が苦しいので
家内がいろんな大学のドイツ語の講師をやった
り，僕はウンゼルトの教科書を翻訳して日本の大
学院でだいぶ使ってもらいました．それから作行
会っていうところからお金をもらったりしてね．

●手紙

小平：それで実は滞在2年目に入って帰国が視野に
入ってきた頃，天文台の上司に当たる大沢先生に
「日本にも大望遠鏡が必要だ，自分も何かしたい」
というような手紙を書いたんです．そしたら「まず
は後輩の育成に力を注いでください」という半分，
若気の至りに対する戒めの返事をいただきました．
高橋：それはやっぱりアメリカで大きな望遠鏡を
使って，日本にもこういうのがあったらいいと．
小平：前にも話したと思うんですけど，パロマー
天文台ができて200インチ望遠鏡で撮ったパロ

写真1　 1968年頃，パサデナ住居前にて（小平氏より
提供）．
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マー写真集ってのが出て，アンドロメダ星雲の写
真がきれいだなと思ってそれ以来まあ星の研究も
面白いけど銀河の研究をしたいなという気持ちは
ずっとあったんですよね．で，キャルテクにいた
ときにはパルサーが見つかり，クェーサーがあ
り，コスモロジーが始まって，星から銀河の世界
に関心が動き始めて，テクノロジーとしても大き
いコンピューターが動くようになったし，それか
らCCDがまだ完璧じゃないけどスキャナーにつ
いたりして，技術的にも進歩が激しい時代だった
んですね．そういうところにいてやっぱり銀河の
研究をしたいと思ってたんですよ．それでさっき
言ったように100インチの望遠鏡で銀河のnucleus
のスペクトルを取って日本に持って帰ってきたん
ですけれども，やっぱり本当は100インチよりも
う少し大きい望遠鏡が日本にも欲しい．その頃は
それがどれくらい難しいことなのか全然わからず
に手紙を書いたから，大沢さんも余計に若造が何
を言うっていう感じだったんでしょうけど（笑）．
高橋：やっぱり銀河をやるためにはっていう．
小平：そうは書かなかったですよ．でも僕として
はやっぱり銀河がやりたいと，面輝度が銀河の場
合にはものすごく低いわけですから，それには大
きい望遠鏡が欲しいと．それからまあ100インチ
とか60インチとかがふんだんにあって，200イン
チも結構使えるわけですね．日本の岡山って東大
にいても，当時どうでしょうねえ，年に2回とか
ね，しかも5日間を2回もらっても5日のうち本
当に晴れるのはごくわずかですから効率が悪かっ
たんです．それに比べてマウントウィルソンの観
測というのは時間をもらえば7割方は使えます
し，シーイングの状態もいいですから．そういう
意味で大きい望遠鏡が欲しいっていうのを書いた
んです．まあ僕は丁寧な手紙を書いたつもりだっ
たんですけど，ええ．
高橋：その頃，日本でまだ岡山の次っていう話は
なかったわけですか．
小平：ええと，キャルテクに行ったのは1960年

代の終わりですからまだそういう話はなくて，
1970年に木曽ができたのかな．60年岡山，70年
木曽，80年野辺山って10年おきに日本の大きい
システムが動いて．岡山の前が乗鞍観測所かな．
高橋：乗鞍コロナ観測所は1949年ですから，本
当に10年ごとですね．木曽というのはシュミッ
ト望遠鏡のことですか？
小平：シュミットです．
高橋：そちらは何か関わっていたんですか？
小平：作るのには関わりませんでしたね．あれは
岡山でやってた人達の一部が木曽へ動いて，まあ
ニコンが作ったんですけど，日本の技術で単独で
作ったのとしては1番大きいわけですよね．口径
1 mで，シュミット望遠鏡ですから後ろのミ
ラーっていうのは1.5 mくらいありますかね，あ
の球面鏡のやつが．
高橋：じゃあキャルテクから帰ったくらいで木曽
のシュミットができるっていう感じですかね．
小平：そうです，ええ．だから僕は木曽は観測者
として銀河の観測に使わせてもらったんですよ．
高橋：木曽のシュミット望遠鏡も世界的に通用す
るようなものだったんですか？
小平： そうですね．できたときには口径1 mの
シュミットっていうのは世界に何台かって数える
ほどしかなかったです，ええ．パロマーのシュ
ミットがやっぱりそのクラスだと思うんですけど
ね，あのパロマーアトラスを撮ってるシュミット
です．ただ日本の場合はお天気がやっぱり今一つ
ということとシーイングがちょっと悪いというこ
とがあって，あのパロマーアトラスが出てしまっ
てましたし，何をやるかっていうのはやっぱり
ちょっと大変でした．
前に話しましたように岡山は共同利用といっても

東大の連中がまあ使っていて，一応審査会があって
ほかの大学の人にも時間を割り振りますけれど，旅
費だとかは全部自分持ちみたいなことですよね．そ
れで木曽はね，その点がもうちょっと共同利用的に
なって，京大の人たちとか東北大の人たちも委員会
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に加わって，それから年に何回かワークショップみ
たいなのを木曽で開いたりね，そういう機運が盛り
上がって．それから恒星天文連絡会っていうのがそ
の頃小暮（智一）先生なんかが…
高橋： SAMっていうのですよね．
小平： SAMがありましたよね，stellar astronomy 
meeting．
高橋：それには入っていらっしゃったんですか？
小平：それは僕はねえ，直接にはメンバーってい
う意識はなかったですね．時々 SAMが企画して
銀河の研究会をやると，顔は出してたような気が
するんです．それから天文若手の会っていうのが
SAMと同じころにやっぱり起こって，夏の学校
をやったりなんかして．そこへは講師で参加した
りしてましたけれど，ええ．
高橋：では岡山の次をどうするかとか，そういう
議論はまだもう少し後ですね．またあらためて聞
きます．小平さんとしてはアメリカで大きな望遠
鏡を使って，日本にもっていう意識が出てきたと
いうことですね．

●ドイツに呼ばれる

小平：それで僕は1969年にキャルテクから帰っ
てきて，1年経つか経たない頃に，天文台から本
郷の東大の理学部に籍を移して，助教授やってく
れっていうことになったんです．それはね，後に
なってまあそういうことはわかるんだけど，結局
木曽観測所ができるんで，東京天文台の中に木曽
観測所の対応部門としての銀河系部ってのができ
たんですね．それで木曽観測所の所長さんとして
高瀬文四郎さんが東京天文台に動いたんです．高
瀬先生は天文学教室で銀河天文学，銀河天文学っ
ていってもgalaxyっていうよりはOur Galaxyの
stellar statisticsですね．固有運動とかから太陽系
の周りの星の集団の構造を調べるとかそういうの
を専門にやられてて，木曽観測所の立ち上げ時か
らシュミット望遠鏡を使うような仕事にコミット
された方なんです．それで東大理学部の方での講

義体制とか人が足らなくなるので，僕に天文台助
手から理学部の助教授で本郷に籍を移してくれと
いう話があって．そう言われて「はい」って言っ
てですね，アメリカから戻ってきて1年足らずで
本郷に動くことになったんですね．
それでキール大学にいたときに僕の博士論文や
なんかジョキジョキはさみで切った男が，ハイデ
ルベルク大学の理論物理で天文をやるグループの
教授になっててですね，「1年くらいハイデルベ
ルクに来てくれ．一緒に星の研究をやって講義も
してほしい」って話が来て，それがちょうど本郷
に移る時期と重なってたんです．その頃，本郷は
末元善三郎さんが教室主任だったんですが，相談
したらば「いいよ」と．本郷に籍を移して1年足
らずで1年間ハイデルベルクに抜けちゃうんだけ
ど，それでもいいよっていうから，それじゃあっ
ていうんで籍を移したんですね．
高橋：なかなかあわただしいですね．
小平：ですからその頃が僕としては一番ごちゃご
ちゃ色々動きがあって，思い出すのが大変なんで
す．自分の中でも本当にいろんなものが錯綜して
てですね．銀河もやりたいし，それから講義はや
らないといけない．それで 69年に大学紛争が
あったでしょ．ですからね，僕が本郷に移籍され
て移った時にはまだ学生自治会の許可がなければ
講義をしてはいけないとかって（笑），そんなと
きでした．安田講堂はひどい状態でしたし．天文
台も結構組合運動がありましたね．
高橋：講義はどういうことをされたんですか？
小平：講義はね，学部の講義は高瀬先生から受け
継いだ銀河天文学の話で，大学院では1年に1コ
マ持たないといけないんですけど，特別講義って
いうのをやってました．それは最初の時はドイツ
でやってた恒星大気論をやったんだけども，自分
でも面白くなくて，次は超新星やったりですね，
毎年テーマを変えたんですね．
高橋： それは講義形式なんですね？　ゼミとか
じゃなくて．
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小平：講義です．それからね，学部演習っていう
のも持ったんですけど，それは今考えると汗かく
ようないい加減な演習でした．オプティカルファ
イバーがその頃使われ始めたんで，そのファイ
バーの頭にマイクロレンズがついてるシステムを
買ってきて，それの特性を実験的に調べるってい
うのを学生にやらせたりしてました．
高橋：ええとじゃあキャルテクから帰ってすぐに
理学部の方で助教授になって，でまた少ししてド
イツに行ったということなんですよね．
小平：そういうことです．着任してから1年もな
かったと思うんですよね．
高橋：それでまたドイツに行って，講義や研究を
したわけですか？
小平：ハイデルベルクにはね，キールで教授だっ
た人が1人いて，それと僕の面倒を見てくれた当
時助手だったバシェック（Bodo Baschek）って
いう人が教授になっていて，それから助手の人た
ち，5人位のグループでした．星の結構いいグ
ループで，そこで観測データを基に一緒に理論的
研究をやって，1年しかいなかったけどたぶん3
本くらいは書いてるような気がします．
高橋：論文はその頃もまだドイツ語ですか？
小平：その頃の論文はもう英語でしたね．学生時
代にずっとドイツにいてやったことの続きをもう
ちょっとやったっていう感じでした．そのときも
ハイデルベルクに呼んでくれたのは，星の物理で
呼んでくれたわけですよ．だから僕の関心は単独
の星の物理から，もう少しこう星形成領域とか銀
河に移ってたんですけれども，まあお呼びではな
かったですね．
高橋：本当はもう銀河をやりたかったと．
小平：キールで学生のときやった仕事が高速度星
でね，population IIの星だったものですから，銀
河にディスクだけじゃなくてハローがあって，そ
この星の運動がディスクの中にいる星と違うんで
高速度星として見つかるわけですね．僕が解析し
た星は重元素が太陽の20分の1くらいしかなく

て，それからblue horizontal branchに入ってる
もんですから100億年くらい歳をとってるわけで
す．だからディスクを包んでいるハローっていう
のは，銀河形成では最初からあって古くて，それ
からディスクができたっていうような，星のスペ
クトル解析をやったことで何となく銀河のダイナ
ミクスとエボリューションというふうな関心がそ
のときからあったんですね．で，最初に銀河が生
まれるときはスフェリカルな状態になって，まあ
当時はダークハローがあるっていうことは知らな
かったけど，ともかくなんか収縮してきてスフェ
リカルな状態で星が生まれて，それで残ったガス
が回転してるもんだから赤道面に落ちてきて，そ
こでディスクが形成されてっていうそういうス
トーリーは，自分でやった星の研究からイメージ
できたんです．ハイデルベルクに行ってた頃には
それをちゃんとやろうと思ってたんですが，そう
いう形成史の理論っていうのを世界で何人かやっ
てて，日本でも畑中（武夫）先生と小尾（信彌）
さんと武谷（三男）さん，「とても本当とは思え
ない」と言われてる…
高橋：ああ，THOですね．
小平： THOセオリーっていうworking hypothe-

写真2　助教授時代の小平氏（小平氏より提供）．
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sisですけどね．要するに星の物理から考えると，
相当のサイクルがまわって今の太陽レベルの重元
素ができるわけですから，銀河の中にはもっと重
元素の少ない星もあるわけで，まあそれがPopu-
lation IIって当時言われていたハロー種族です
ね．まあそういうのが日本だとTHOだったんで
すけど，世界でもバービッジ（Geo�rey Ronald 
Burbidge・Margaret Burbidge）だとかキャルテ
クの連中もそういうようなことを言ってて，実は
世界ではもうそういうことを考えてるグループが
いるっていうのはだんだんわかってきました．
高橋： THOは世界でも有名だったんですか？
小平：うーん，日本ではずいぶん有名だったけど，
国際学会っていうのがまだその頃はあんまり機能
してなかったから．英語の論文も広く読まれてい
なかったからでしょうけど，僕なんかドイツに3年
間いてTHOなんて話は全然聞かなかったですね．
高橋：ではこの頃は銀河の研究をしたいけどなか
なかできないという感じだったんですね．

●指導学生

高橋：じゃあ日本に帰ってこられて，本郷で助教
授をすると．助手の時は給料が少なくてという話
でしたけど，助教授はだいぶよくなりましたか？
小平：まあ助教授になったんで助手より少しまあよ
くなったのと，その頃日本の経済が右肩上がりだっ
たから給料もどんどん上がったんです．それで本
郷は大学，理学部ですからまあ時間的な余裕も少
しできたりして．天文台はまあお役所的な，朝9時
までにちゃんと行ってっていう感じだったんです．
高橋：え，そうなんですか．
小平：そうですよ．9時には行ってないといけな
いし，5時前に帰っちゃいけないしっていう．て
いうのは一般職員がたくさんいますからね．暦の
計算をしてる人達，技術職員もたくさんいますか
ら，教育職だからってあんまり勝手はできなかっ
た．本郷へ行くと教育職ばっかりですから．
高橋：自由なわけですね．初めてもった学生が唐

牛さんということでしたが，ほかにどんな学生さ
んがいらっしゃったんですか？
小平：唐牛さんの後が安藤裕康さんとか家正則さ
んかな．帰ってきてなんか変な気がしたのは，ド
イツでウンゼルト先生のところにいたときには，
これやってみなさいってスペクトル乾板を何枚か
渡されただけで，ウンゼルト先生の仕事をしてい
るっていう感覚は全くなかったし論文も単独で出
したんです．なんだけど日本ではみんなドクター
論文をやるときから，ドクターはその先生の弟子
だっていうような，それで先生が学生を取り合う
んですね．僕はそういう感覚じゃなかったんで，
できるだけ自分とは違うテーマを学生にあげるの
が筋なんだと思ってたんです．だから最初の頃の
何人か，もちろんキールでやってきたような星の
スペクトル解析をやった学生も1人2人いますけ
れど，後はみんな銀河の研究だったり太陽の研究
だったり，違うことをみんなやらせたっていう
か，やってみたらっていうことでね．
高橋：ほかの日本人の方は教授の手伝いをするみ
たいなそういう感じだったんですか？
小平：まあそうですね．手伝いということでもな
いんだと思いますけど，たとえば安藤さんは実質
上ドクター論文は尾崎洋二さんと星のパルセー
ションの仕事をしてたと思うんですよね．それか
ら家さんは，青木信仰先生っていう先生と銀河の
不安定性の研究をやってたんです．そんな調子で
やってましたね，ええ．
高橋：唐牛さんとか安藤さんとか家さんっていう
のは後々すばるで頑張っていく人たちですよね．
小平：ええ．安藤さんのときはねえ，悪いことに
僕はハイデルベルクに1年行ったでしょ．その間
に彼は仕事を進めなくちゃいけなくて，尾崎さん
と星のパルセーションやったりして，後に海野・
尾崎・安藤で本も出してると思いますけどね．た
だ僕の専門じゃないんで，細かい指導をしたり一
緒に論文を見たりということはなかったですね．
だけどなんだろうなあ，僕が学生の面倒を見るの
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は一緒に仕事をするんじゃなくて，こういうテー
マが面白そうだから，それじゃああの先生のとこ
ろに行ってみたらっていうようなね，そういうア
ドバイスをしたんですね．
唐牛さんは僕がキャルテクで撮ってきた銀河の
スペクトルもいじったんだけども，マスターの論
文が終わったときに，なんかanomalous redshi�
（異常赤方偏移）に関心を持ってフランスに面白
いグループがいると．じゃあフランスの奨学金に
アプライしたらって言ったら，それにアプライし
てフランスに行ったんですよ．それですばるを作
るときに戻ってきてくれってお願いするまでパリ
にずうっといたんですね．向こうで学位を取っ
て．
唐牛さん，安藤さん，家さん，渡邊鉄哉君と
か，学生として面白かった．それから長谷川哲夫
君っていますよね．長谷川てっちゃんは学生の頃
から面白くてね，昼食で弁当を食べるときに時々
一緒になったんですが，スペースシャトルが最初
に飛んだころに，日本が実験バッグを乗せられ
るっていうので募集があったんですね．朝日新聞
かなんかが間に立ってスペースシャトルに日本が
小さな実験装置を乗せるのに，その実験装置の提
案を一般から募ったんです．それで長谷川君と一
緒にメダカの実験を提案したら，僕らのは通らな
かったんだけど，結局メダカはやったんですよ．
高橋：ああ，やりましたよね．
小平：うん．無重力の中でメダカがどういうふうに
動くかっていうのをビデオカメラで観察するのと，
孵化するかどうかっていうので．面白い提案だっ
たのに残念ながらダメでしたけど．学生さんの中
では長谷川君が一番そういう話に乗ってきて．
高橋：へえ，研究を一緒にやっていたわけではな
いんですか．
小平： まあねえ，長谷川君も大学院の頃ですか
ら，電波天文プロパーっていうわけでもなかった
ですね．まあ星形成，星の生まれることには関心
があったと思いますけどね．だからその天文の専

門的なことでお付き合いができたんじゃなくて，
こう一般的な話をしてるとなかなか面白い発想豊
かな人だなと思った，ええ．その頃の学生さんで
僕のところについてきたのは，むしろ東北大にい
た谷口（義明），吉井（譲），それから有本（信
雄）．僕が東北に集中講義に行くとそのへんの人
たちが待ち構えてて．

●野辺山45 m電波望遠鏡

高橋：その頃，電波は野辺山45 mを作ろうって
いう時期ですかね．
小平：電波はそうですね．1980年に実現したん
ですけど，僕が東大に着任したころはもともと
リーダーシップを持っておられた畑中武夫先生が
亡くなられてしまって，まあ森本さんが頑張って
たんだけど，森本さんって非常にジーニアスな人
でね．まあ野辺山は全国共同利用にするし，世界
的にも当時としては大きい装置ですからっていう
んで，空電研（名古屋大学空電研究所）から田中
春夫さんを呼んでっていう筋書きはだいたいあっ
たんだと思うんですよね．僕は本郷にいたんです
けど，新しい世界的な装置ができるっていうんで
学生を見学に連れて行ったりしました．だけど最
初は女子トイレがなかったんですよ．それで林左
絵子さんが，「私，連れて行ってもらえない」っ
て言うもんだから，特別に1人だけ連れて行った
ことがあるんですけど，そんな時代でしたね．と
もかく野辺山は行くたんびに少しずつ進んでて．
高橋：小平さんは直接は関わっておられなかった
んですよね．
小平：僕は直接は関わっていません．
高橋：日本で初めてあんなに大きなものを作るっ
てことで，そういうのを見ていてどうでした？
小平：その頃はねえ，世界の大きいのっていうと，
ドイツのエフェルスベルクの100 mがもうできて
て，僕がハイデルベルクにいたときに見に行った
りしてたんです．それはマイクロ波がメインなん
ですよね．センチ波，21 cm水素線が主力なんで
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すけど，野辺山は45 mだけどミリ波ですからね．
ミリ波に行くとCOがかかってくる．そういう電波
天文学上の重要さっていうのはまだ僕は十分には
理解してなかったと思いますけど，本郷の理学部
にいると学生にいろんなことを教えないといけま
せんからね．ですから論文読んだりして勉強はし
ました．それからキャルテクにいたときにも，
Owens Valleyの干渉計を立ち上げてたんで，これ
からは光だけじゃなくて電波に面白いことがあり
そうだっていう考えもあったんで，学生にはいろ
いろ勧めたり見学に連れていったりしました．
高橋：本当にそんな大きいのができるかなってい
う心配とかなかったですか？
小平：そのときはまだ大型光学赤外線計画の方に
足を突っ込んでなかったから，大きいものになっ
たときにどんな難しさがあるかとかいうのは十分
理解できてなかったような気がしますね．あれは
まあお椀が大きいだけじゃなくて受信機が大切な
わけですけれど，そのへんの勉強は足りなかった
と思います．後にハワイに望遠鏡を置こうってこ
とになってから，受信機の雑音の話だとかメカと
しての難しさとか一生懸命勉強しましたけどね．
僕はその頃までは銀河をやりたいけれど星の研
究者でしたから，だから星みたいな高温の密度の
高い天体は光赤外で観測する．それからもっと
di�useで温度の低いのは電波っていう考えでし
た．研究者の中でも電波をやる人たちと，それか
ら光赤外の従来の方法でやる人たちとの間で必ず
しも意志の疎通はよくなかったし，アプローチの
仕方が違う．電波の人の方が物理的，物理工学的
ですよね．そんなこともあってカルチャーが
ちょっと違ったように思いますね．天文台の中で
も古い人たちの中では新しい勢力をやっぱり高く
評価しない人たちがいました．ただ東京天文台時
代に本当に技術開発的なことがちゃんとできたの
は，野辺山なんですよね．野辺山に行くとちゃん
と電子開発の部屋があったり，機械的な調整をす
るような部屋もあったけど，三鷹には何もありま

せんでした．唯一あったのが，僕が教授になって
天文台に移ったときに所属した，測光部っていう
名前になってたかな，西恵三さんが部長だった真
空紫外実験室っていうのがあってですね．そこは
まあ確かにちゃんとした実験室らしいところでし
たけど，そのほかには何もなかったですね．

●観測所を閉めるとき

高橋：あと，堂平観測所っていうのもありました
よね．あれはどういうものなんですか？
小平：堂平はですねえ，天体捜索部が運用してた
んですよ．天体捜索部っていうのは，彗星をやっ
たり人工衛星の観測とかもやったり．古在先生は
そのころ天体捜索部に関わっておられて，僕がド
イツから帰ってきたときに古在先生に頼まれたこ
とがあったんです．ソ連からベイカー・ナンカメ
ラっていう衛星追跡用のカメラを借りられること
になったので，堂平にロシア人の技師がきて据え
つけるんだけども，その人がいろいろと話したい
ことがあるっていうけどロシア語がなかなか通じ
ないと．だけどその人はドイツ語ができるんでお
前ちょっと行って話を聞いてやってくれって言う
んで，僕が行ったらば，いや実は風呂に入りたい
んだっていう話だったんだけど（笑）．
高橋：ソ連から来てたわけですか．
小平：そう．そしてベイカー・ナンカメラを敷地内
に据え付けたんだね．堂平はもともと36インチ望
遠鏡，クラシカルなやつが主力で，それで写真を
撮って彗星の発見だとか小惑星の軌道決定だとか
そういうことをやってたんです．ただまあやっぱり
お天気がそれほどよくはなくて，それでもっぱら天
体捜索部の冨田弘一郎さんとかその望遠鏡をうま
く操作できる人のほとんど個人プレイになっていま
した．東大理学部の学生の観測実習にも使ってた
んですけど，私から見るともう諸外国に比べてな
んかちまちました個人プレイで，それで結局は僕
はすばるを立ち上げるときに堂平を閉めたんです
よね．それから乗鞍も冬は閉めてヘリコプターで
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輸送する態勢に変えたんです．ですから堂平は学
生実習用には有用だったでしょうけれども，第一
線の観測っていうのにはなかなか…．それと赤道
儀でね，非常に使いにくい．今ではなんか地元の
一般教育用に使ってるんだと思いますけどね．
高橋：じゃああげたわけですか，その地元に．
小平：そうそう，地元に．それでああいう観測所
では地元の人たちを雇ってるわけですよね．そう
いう人達は公務員ですからね，国家公務員の一員
ですからステータスが高いんですよ．村長さんの
息子さんとかそういう人達が勤めてるんで，観測
所を閉めるっていうときには，それを首にするわ
けにはいかないんですね．ですからそういう人達
の人事上の配慮を相当前からやらないと，観測
所って閉められない．乗鞍も冬に閉めるようにし
たときは，当時は1980年代の終わりですからま
だ景気がよくて，冬はスキー場の人手が足りない
からとかいうんで，そちらの民宿に移っていただ
いたり，そういうのをだいぶ丁寧にやりました．
高橋：岡山でも地元の人を雇ってたんですか？
小平：ええ，それは地元の人がかなり働いていま
した．食堂とか建物のメンテナンスだとか，地元
職員が入ってますね．まあでも僕が本郷にいる頃
はそういう関わりはなしに外聞的に堂平はこうい
う学生実習の施設だなあと．天文台の担当の方と
打ち合わせて日程が決まればそれでお任せするっ
ていうような感じでした．

●気球とロケット

高橋：キャルテクのときに日本にも大きい望遠鏡
があったらって思ってらっしゃったってことでした
けど，それはずうっと思い続けていたんですか？
小平：うーん，もう日本に帰ってきたら日本の忙
しさに巻き込まれてしまったんですね．講義と岡
山へ観測に行くのと，それからスペースアストロ
ノミーを少しやれっていうんで，成層圏気球に
30 cmの望遠鏡を載せて観測するだとか．
高橋：そういうこともされていたんですか．それ

は何を観測するんですか？
小平：それはねえ，赤色超巨星の赤外観測をやっ
たんですね．紫外観測も一部やりましたけれど．
その頃は赤外観測自体がまだあんまりポピュラー
じゃなかったけども，検出器にだんだんいいのが
出てきてましたし，赤外が面白いらしいってことは
思ってて．ただ地上からはなかなか水蒸気に邪魔
されてだめなものですから，成層圏に気球につる
して上げるっていうので．その頃，奥田治之さんと
かは本格的に中間赤外に近いところでバルーンか
ら観測するっていう，それは望遠鏡じゃなくてもう
少しレゾリューションが悪くていいから全天マップ
作るとかね．そういうのを気球で始めておられて．
僕らの方は星をターゲットにしたものですから，成
層圏でゴンドラが揺れたりねじれたりするのを安定
化して，望遠鏡が星に喰いついてないといけない
わけですけど，そういう安定化のシステムを工業
技術院とかそういうところの技術の人と一緒になっ
て開発したりしました．で，大気球は三陸の海岸
の山の上からこう上げるんですよね．夕凪の頃にそ
こで放球すると陸からの風に乗って太平洋に出て
いって，1時間くらいで成層圏まで出ますね．それ
を一晩中ずうっとレーダーで追跡して，風が弱い
ときにはそれで太平洋岸で切り落としてつかまえる
んですけど，風がちょっとあると明け方まで飛ばし
て日本海側まで出して，日本海に下ろしてつかま
えるんですね．そうするとまあ1人は回収道具一式
を背負って夜のうちに秋田の辺に行って，海上保
安庁の船で沖へ出てつかまえて帰ってくるとか．そ
れは結構面白い（笑）．
高橋：それは小平さんも現場に行くわけですか？
小平：そうです．本郷からですね，僕と田中済と
尾中敬，渡邊鉄哉なんていう，林左絵子さんも学
生で行かされたことがあると思う．その4, 5人の
グループで行って，現地で最終的な仕上げをやっ
てチェックして，気球にゴンドラをつるしてです
ね．風がちゃんとしないといけないんで，風待ち
をする日が数日あるんですけどね．それで上げ
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て，翌日回収して，ばらして水洗いして本郷に
戻ってくるとかっていうまあ1週間くらいのスケ
ジュールなんですね．
それでね，基本的な経費は宇宙研（宇宙科学研
究所）が出してくれるんですよ．宇宙研の大気球
実験経費ってやつでね．望遠鏡は確か東洋レーヨ
ンの奨励金にアプライして作った．その頃はまだ
本格的なスペースアストロノミーが始まってなく
て，まあX線衛星が上がってるくらいのことでし
たからね．赤外線はバルーンでやるかロケット．
1980年代になってから僕らはロケットでオリオ
ン星雲を観測したんですね．紫外線でおとめ座銀
河団の観測もしたかな．そういうのはApJにアク
セプトされた論文になってます．今のレベルから
みるとちゃちな仕事なんですけど，当時は先駆的
な仕事だったですね．ロケットの観測は確か3篇
くらいApJに論文を出したと思います．気球は1
つか2つくらいかなあ，PASJですね．
高橋：その気球観測はうまく行ったわけですか？
小平：気球観測は結構大変でした．ロケットの方
は2回やって2回ともうまくいきましたけれど，
気球観測はずいぶん長いことやってて，ともかく
上空の条件にちゃんと流し込むというか，観測す
るまでにやっぱり3年くらいかかりましたね．そ
れで赤外は名古屋大学の奥田先生のグループにつ
いて勉強して，紫外線の方は名古屋大学の山下広
順さんについていろいろ習って．例えば高圧電源
が必要なわけですよね，動かそうとすると．それ
が成層圏に行っちゃえばいいんだけど，気圧があ
るレベルに下がったところで一番放電しやすいん
ですね．そこを通過するときに放電しないように
シールドしないといけないとかね，そういうス
ペースに出すための基礎的な知識っていうのは，
山下広順さんから勉強させてもらいましたね．そ
れこそ手取り足取りね，ええ．それからロケット
の場合，我々のものだけならいいんですけど，大
概乗り合わせるわけですね．そうするといろんな
装置の間での電力の配分だとかね，アースの取り

方だとかいろいろ面倒なことがあって，それから
地上にデータを送信してくるわけですけどその
ビット数の取り方だとか，そういうのは僕らは田
中靖郎先生に教わったり，宇宙研の技術者の方に
もずいぶん助けてもらいました．天文台の中には
そういう知識は全くないわけです．それでも尾中
君とか渡邊鉄哉君，それから田中済君なんかは割
合そのへんのことに強かったんで，喰いついてま
したけどね．
高橋：装置的な部分もかなり勉強されたというこ
となんですね．
小平：そうですねえ．だからずいぶん三陸通いを
やって，一番最後はですね，日本であげて中国で
回収するっていう日中協力をやるっていう話があっ
たんです．それで三陸から上げたらばですね，そ
のバルーンが途中で行方不明になっちゃったんで
す．レーダーで追跡してるんですけどもね，気球
の場合風任せですから，日本海に出た後レーダー
から消えてしまった．まあ一晩はもちろん持つんで
すけど，24時間くらいでバッテリーが切れちゃう
んですね．日本海に抜けたってことはわかってたも
のですから，鳥海山の中腹にある民宿に泊まって
て，そこで毎朝モニターする．成層圏にありますか
ら，まだ空が暗いうちに光るんですよ，明けの明星
みたいにすごく明るく．それを毎朝追跡してどこに
いるっていうのをやるんです．ソ連圏に行っちゃう
ととっても大変なことになるんで，できるだけ日本
列島に沿って南下するようにと思ってるけど，もう
操縦はできないわけですね．それでそのうち見
失ってしまった．そのゴンドラには中国語でです
ね，このゴンドラを見つけたらどこどこに連絡せ
よって書いたやつがいっぱいついてたんですけど，
全然もうわからなくなった．
それであきらめて1年くらいしたらですね，あ
れは外務省に入ってきたのかな，モンゴルからで
すね，モンゴルと中国の国境になんか変なものが
落ちてると，それで中国軍が回収したという連絡
が入ったんです．それが外務省から文部省に行っ
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て，文部省に呼び出されて確認したら我々が上げ
た気球だってことがわかったんです．それで結構
大変だったんだけど，最後はなんかうまく持って
これて．それは今どっかね，国立天文台のどこか
に展示してあるはずですよ．最後の30 cmの気球
望遠鏡っていうのがね．
だから僕から見るとやっぱり気球に望遠鏡って
いうのは姿勢安定化のこともあるし，ちょっと無
理なことをなんかあてずっぽうにやっていて，ま
あ指揮者だった西村純先生なんかからみると，天
文屋は幼稚なことやってるというふうにみえたと
思います．つまり物理屋は目的をはっきり定めて
それに特化した実験装置を考えるわけですけど，
天文屋は星の方が先にあって，それに一生懸命し
がみつくものだから無理ばっかりやってるってい
う……．奥田治之先生なんかもそういう目でみて
おられたんじゃないかと思いますけど．
高橋：小平さん自らなにか設計とか調整とかをさ
れたわけですか？
小平： そうそう，さっき言った田中，尾中，渡
辺，小平の4人ぐらいで集まっては鉛筆舐め舐め
いろいろやって，バルーンの場合は我々が結構手
作業もやったんですよね（写真3）．
高橋：そういうモノ作りはお好きなんですか？
小平：僕はねえ，好きだけど上手な方じゃない，
得意じゃないんですよ．だから後で考えると後悔
するようなことばかり……．
高橋：でもそういう経験はやっぱりすばるのとき
に役に立ったんですか？
小平：それはそうですね．自分じゃできなくても
少なくともいろんなことを知ってるという意味で
は．望遠鏡を作ろうとするとどんな要素があって
どこが難しいかっていうことは，やっぱりその頃
に岡山の装置作りに関わらせてもらったり，気球
からロケットまでやった経験っていうのは大き
かったと思います．上手にできたとは決して思い
ません．だけどそういう実際も絡んだ知識という
のを宇宙研の先生方とか物理の人たちから習っ

て，それで可視光天文学の従来の枠内でやってた
んじゃあなかなかだめだっていう感覚を強く持っ
たんです．その後すばるをやるときには電波から
海部（宣男）さんに来てもらったり，近田（義
広）さんに来てもらったり，物理からもずいぶん
来てもらったわけですよね．宮崎聡君なんかもそ
うだし．

（第6回に続く）
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A Long Interview with Prof. Keiichi 
Kodaira [5]
Keitaro Takahashi
Faculty of Advanced Science and Technology, 
Kumamoto University, 2‒39‒1 Kurokami, 
Kumamoto 860‒8555, Japan
Abstract: �is is the ��h article of the series of a long 
interview with Prof. Keiichi Kodaira. Prof. Kodaira 
stayed at the California Institute of Technology in the 
United States for two years and worked on observation-
al research. �e 1960s was a time of great astronomical 
discoveries such as quasar, pulsar, and cosmic micro-
wave background radiation, and the California Institute 
of Technology was one of the world’s astronomical cen-
ters with many observational facilities and researchers. 
In such an environment, his interest shi�ed from stars 
to galaxies, and he came to think of a large telescope in 
Japan. A�er returning to Japan, he was involved in 
space astronomy, which was in its infancy at that time, 
and designed and developed observation equipment us-
ing balloons and rockets. Such an experience was of 
great help in promoting Subaru later.

写真3　 第二世代大気球望遠鏡BAT-II搭載の駆動系
バッテリーの開発（小平氏より提供）．
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